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消
防
緊
急
指
令
シ
ス
テ
ム
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　
新
し
い
消
防
緊
急
指
令
シ
ス
テ
ム
が
、
平
成
二
十
年
二
月
一
日
か
ら
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
消
防
緊
急
指
令
シ
ス
テ
ム
は
、
最
先
端
の
通
信
技
術
を
駆
使
し
た
シ

ス
テ
ム
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
出
場
車
両

（
出
場
隊
）
を
編
成
す
る
な
ど
、
１
１
９
番
通
報
受
け
付
け
か
ら
災
害
種
別

に
応
じ
た
出
動
指
令
ま
で
を
自
動
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
り
、

消
防
自
動
車
や
救
急
車
の
現
在
地
点
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
従
来
の
消
防
緊
急
指
令
シ
ス
テ
ム
と
比
べ
て
、
よ
り
迅
速
か
つ
的
確
な
通

信
指
令
業
務
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
刻
も
早
く
災
害
現
場
に

駆
け
付
け
る
た
め
に
は
、
正
確
な
通
報
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
１
１
９
番

通
報
を
す
る
と
き
は
、
次
の
点
に
注
意
し
、
消
防
職
員
の
問
い
に
、
落
ち
着

い
て
答
え
て
く
だ
さ
い
。

◎
消
防
職
員
の
「
問
い
」
は
次
の
と
お
り
で
す

　
・
火
事
で
す
か
？
　
救
急
で
す
か
？

　
・
住
所
は
ど
こ
で
す
か
？

　
・
氏
名
と
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
・
何
が
燃
え
て
い
ま
す
か
？
（
火
事
の
場
合
）
、
ど
の
よ
う
な
容
態
で
す

　
　
か
？
（
救
急
の
場
合
）

　
・
近
く
に
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
が
あ
り
ま
す
か
？
（
学
校
・
ビ
ル
・
店

　
　
舗
・
交
差
点
名
な
ど
）

◎
携
帯
電
話
で
の
通
報
の
場
合
、
川
越
地
区
消
防
局
の
管
轄
境
か
ら
の
通
報

　
は
隣
接
す
る
消
防
本
部
が
受
信
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
そ
の
と
き
は
、
受
信
し
た
消
防
本
部
か
ら
川
越
地
区
消
防
局
に
転
送
し
ま

　
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
切
ら
ず
に
お
待
ち
く
だ
さ
い

◎
火
事
・
救
急
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、
ご
自
身
の
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
通

　
報
し
て
く
だ
さ
い

◎
フ
ァ
ク
ス
で
の
通
報
の
場
合
、
１
１
９
番
で
送
信
で
き
な
い
と
き
は
、

　
２
２
５
‐
０
１
１
９
に
送
信
し
て
く
だ
さ
い

　
＊
フ
ァ
ク
ス
用
の
緊
急
通
報
カ
ー
ド
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
・
消
防
分
署

　
に
置
い
て
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

  

消
防
局
指
揮
統
制
課
　
�
２
２
２
‐
０
７
０
０

従来の消防緊急指令システム



消防だより2008.２月号

ー２ー

火事・救急・救助は119番
ー３ー

火事・救急・救助は119番

第
二
十
二
回
自
衛
消
防
隊
消
防
操
法
競
技
大
会

緊
急
消
防
援
助
隊
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
に
参
加

2007年度全国統一防火標語「火は見てる あなたが離れる その時を」2007年度全国統一防火標語「火は見てる あなたが離れる その時を」

春季全国火災予防運動
３月１日（土）～７日（金）

　
平
成
十
八
年
中
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
63
・
9
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
死
者
が

発
生
し
た
火
災
を
時
間
帯
別
に
み
る
と
、
午
後
十
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で
の
就
寝
時
間
帯
に
お
け
る
死
者
が
45
・
1
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
火
災
が
発
生
し
た
と
き
、
目
で
煙
や
炎
を
見
た
り
、
鼻
で
焦
げ
く
さ
い
に
お
い
を
感
じ
た
り
、
耳
で
ぱ
ち
ぱ
ち
と
い
う

音
を
聞
い
た
り
と
五
感
に
よ
っ
て
気
づ
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
就
寝
中
や
仕
切
ら
れ
た

部
屋
の
中
に
い
る
と
き
な
ど
に
は
、
火
災
に
気
づ
く
の
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
住
宅
で
の
火
災
の
発
生
を
い
ち

早
く
感
知
し
、
警
報
音
で
知
ら
せ
る
の
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す
。

　
「
逃
げ
遅
れ
」
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
築
住
宅
は
、
平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
す
で
に
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
既
存
住
宅
は
、
二
年
間
の
猶
予
期
間
の
過
ぎ
る
六
月
一
日
か
ら
義
務
化
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ
　
寝
室
お
よ
び
階
段
で
す
。

＊
階
段
は
二
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
で
す
。

Ａ
　
電
池
式
の
も
の
は
、
ビ
ス
な
ど
で
簡
単
に

　
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。

Ａ
　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
販
売
店
、
防
災

　
機
器
取
扱
店
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

い
く
ら
ぐ
ら
い
す
る
の
？

購

入

場

所

は

？

取
り
付
け
方
法
は
？

設

置

場

所

は

？

Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ

Ａ
　
価
格
は
メ
ー
カ
ー
、
機
能
な
ど
で
異
な
り

　
ま
す
。
一
個
四
千
円
か
ら
一
万
円
く
ら
い
で

　
す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
予
防
課
　
�
２
２
２
ー
０
７
４
４

よ
く
あ
る
質
問

　
昨
年
十
月
二
十
四
日
、
川
越
水
上
公
園
で
第
二

十
二
回
自
衛
消
防
隊
消
防
操
法
競
技
大
会
が
、
川

越
地
区
消
防
局
と
川
越
地
区
危
険
物
安
全
協
会
の

共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
衛
消
防
隊
と
は
、
店
舗
や
工
場
な
ど
の
事
業

所
で
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
初
期
消
火
活
動
な

ど
を
行
う
従
業
員
の
皆
さ
ん
た
ち
で
構
成
さ
れ
た

組
織
で
す
。

　
こ
の
競
技
大
会
に
は
組
合
管
内
の
二
十
四
事
業

所
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
衛
消
防
隊
が
屋
内

ま
た
は
屋
外
消
火
栓
を
使
用
し
、
火
元
に
見
立
て

た
標
的
を
放
水
で
倒
す
ま
で
の
所
要
時
間
と
各
隊

員
の
操
作
要
領
に
つ
い
て
、
迅
速
さ
・
行
動
の
正
確
さ
な
ど
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
大
会
に
向
け
て
日
々
訓
練
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
万
一
に
備
え
「
自
分
た
ち
の
職
場
は

自
分
た
ち
が
守
る
」
と
い
う
自
信
に
つ
な
が
る
大
会
で
し
た
。

　
昨
年
十
月
二
十
日
・
二
十
一
日
、
群
馬
県
前
橋
市
で
「
平
成

十
九
年
度
緊
急
消
防
援
助
隊
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
」
が
行

わ
れ
、
当
組
合
か
ら
は
、
救
助
隊
及
び
後
方
支
援
隊
が
訓
練
参

加
し
、
本
番
さ
な
が
ら
の
緊
張
感
の
中
、
各
種
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
大
規
模
地
震
な
ど
の
発
生
を
想
定
し
、
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
群
馬
県
前
橋
市
付
近
を
震

源
と
す
る
直
下
型
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
（
一
都
九
県
）
の
消
防
機
関
の
ほ
か
、
自
衛
隊
や
警
察
な

ど
の
関
係
機
関
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

＊
緊
急
消
防
援
助
隊
と
は
、
地
震
等
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
被
害
が
甚
大
で
、
災
害
発
生
場
所
を
管
轄
す

る
市
町
村
や
県
の
消
防
機
関
の
消
防
力
で
は
対
処
困
難
な
場
合
に
、
都
道
府
県
知
事
ま
た
は
消
防
庁
長
官
の

要
請
に
基
づ
き
出
場
す
る
隊
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
埼
玉
県
内
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
消
防
機
関
の
ほ
か
、
秋

田
県
や
岩
手
県
な
ど
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
消
防
機
関
な
ど
か
ら
、
多
数
の
消
防
部
隊
が
出
場
し
て
く
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
一
千
隊
を
超
え
る
消
防
部
隊
が
埼
玉
県
内
に
集
結
し
、
活

動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
も

　
　
　
五
月
三
十
一
日
析
ま
で
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
火
災
か
ら
あ
な
た
の
命
を
守
り
ま
す

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す

昨年の絵画展の様子

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
実
施
に
伴
い
、
当
組
合
管
内
の
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
に
よ
る
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
園
児
た
ち
の
描
く
個
性
あ
ふ
れ
た
消
防
自

動
車
の
絵
の
展
示
や
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
展
示
説
明
も
行
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時
…
３
月
１
日
析
・
２
日
隻
、
午
前
10
時

　
　
　
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

会
場
…
ア
ト
レ
６
階

　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
Ａ

消防署の施設を見学してみませんか

　川越地区消防組合の各消防署では、署内の
施設を見学することができます。
　小さな子どもからお年寄りを対象に、施設
の見学はもちろんのこと、はしご車に乗った
り、消防車の運転席に座ったり、訓練用の水
消火器で消火訓練をしたりと、いろいろな体
験をすることができます。
（体験内容は消防署によって異なります。）
問い合わせ

川越北消防署消防課　　�２２６―７２９０
川越中央消防署消防課　�２４２―２３６５
川越西消防署消防課　　�２３１―２０６６
川島消防署消防課　　　�２９７―１８９１

〈
屋
内
消
火
栓
男
子
の
部
〉

優
　
勝
　
川
越
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

準
優
勝
　
武
州
ガ
ス
㈱

第
三
位
　
東
洋
イ
ン
キ
製
造
㈱

　
　
　
　
埼
玉
製
造
所

第
四
位
　
和
光
純
薬
工
業
㈱

　
　
　
　
東
京
工
場

第
五
位
　
川
越
市
役
所

第
六
位
　
鈴
茂
器
工
㈱
 

〈
屋
内
消
火
栓
女
子
の
部
〉

優
　
勝
　
武
州
ガ
ス
㈱

準
優
勝
　
㈱
丸
広
百
貨
店
川
越
店

第
三
位
　
川
越
市
役
所

〈
屋
外
消
火
栓
の
部
〉

優
　
勝
　
本
田
金
属
技
術
㈱

準
優
勝
　
東
洋
イ
ン
キ
製
造
㈱

　
　
　
　
埼
玉
製
造
所

第
三
位
　
東
洋
エ
ア
ゾ
ー
ル
工
業
㈱

　
　
　
　
川
越
工
場

〈
二
〇
回
連
続
出
場
表
彰
〉

和
光
純
薬
工
業
㈱
東
京
工
場

〈
一
〇
回
連
続
出
場
表
彰
〉

日
油
技
研
工
業
㈱
・
㈱
ち
ふ
れ
化
粧
品
・

ト
ー
チ
ク
ハ
ム
㈱
・
川
島
町
役
場
・

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
川
越
車
両
セ
ン
タ
ー

・
本
田
金
属
技
術
㈱
　
（
順
不
同
）

競技の様子（屋内消火栓女子の部）

有毒ガス発生事故対応訓練の様子

表
　
彰

「ぼくも消防士になれるかなぁ」
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平
成
十
八
年
中
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
63
・
9
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
逃
げ
遅
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も
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す
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た
死
者
が

発
生
し
た
火
災
を
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間
帯
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と
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午
後
十
時
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ら
午
前
六
時
ま
で
の
就
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時
間
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に
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死
者
が
45
・
1
パ
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セ
ン
ト
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占
め
て
い
ま
す
。

　
火
災
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し
た
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き
、
目
で
煙
や
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を
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り
、
鼻
で
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い
に
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を
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り
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五
感
に
よ
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こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
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か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
就
寝
中
や
仕
切
ら
れ
た

部
屋
の
中
に
い
る
と
き
な
ど
に
は
、
火
災
に
気
づ
く
の
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
住
宅
で
の
火
災
の
発
生
を
い
ち

早
く
感
知
し
、
警
報
音
で
知
ら
せ
る
の
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す
。

　
「
逃
げ
遅
れ
」
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
築
住
宅
は
、
平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
す
で
に
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
既
存
住
宅
は
、
二
年
間
の
猶
予
期
間
の
過
ぎ
る
六
月
一
日
か
ら
義
務
化
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ
　
寝
室
お
よ
び
階
段
で
す
。

＊
階
段
は
二
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
で
す
。

Ａ
　
電
池
式
の
も
の
は
、
ビ
ス
な
ど
で
簡
単
に

　
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。

Ａ
　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
販
売
店
、
防
災

　
機
器
取
扱
店
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

い
く
ら
ぐ
ら
い
す
る
の
？

購

入

場

所

は

？

取
り
付
け
方
法
は
？

設

置

場

所

は

？

Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ

Ａ
　
価
格
は
メ
ー
カ
ー
、
機
能
な
ど
で
異
な
り

　
ま
す
。
一
個
四
千
円
か
ら
一
万
円
く
ら
い
で

　
す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
予
防
課
　
�
２
２
２
ー
０
７
４
４

よ
く
あ
る
質
問

　
昨
年
十
月
二
十
四
日
、
川
越
水
上
公
園
で
第
二

十
二
回
自
衛
消
防
隊
消
防
操
法
競
技
大
会
が
、
川

越
地
区
消
防
局
と
川
越
地
区
危
険
物
安
全
協
会
の

共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
衛
消
防
隊
と
は
、
店
舗
や
工
場
な
ど
の
事
業

所
で
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
初
期
消
火
活
動
な

ど
を
行
う
従
業
員
の
皆
さ
ん
た
ち
で
構
成
さ
れ
た

組
織
で
す
。

　
こ
の
競
技
大
会
に
は
組
合
管
内
の
二
十
四
事
業

所
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
衛
消
防
隊
が
屋
内

ま
た
は
屋
外
消
火
栓
を
使
用
し
、
火
元
に
見
立
て

た
標
的
を
放
水
で
倒
す
ま
で
の
所
要
時
間
と
各
隊

員
の
操
作
要
領
に
つ
い
て
、
迅
速
さ
・
行
動
の
正
確
さ
な
ど
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
大
会
に
向
け
て
日
々
訓
練
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
万
一
に
備
え
「
自
分
た
ち
の
職
場
は

自
分
た
ち
が
守
る
」
と
い
う
自
信
に
つ
な
が
る
大
会
で
し
た
。

　
昨
年
十
月
二
十
日
・
二
十
一
日
、
群
馬
県
前
橋
市
で
「
平
成

十
九
年
度
緊
急
消
防
援
助
隊
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
」
が
行

わ
れ
、
当
組
合
か
ら
は
、
救
助
隊
及
び
後
方
支
援
隊
が
訓
練
参

加
し
、
本
番
さ
な
が
ら
の
緊
張
感
の
中
、
各
種
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
大
規
模
地
震
な
ど
の
発
生
を
想
定
し
、
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
群
馬
県
前
橋
市
付
近
を
震

源
と
す
る
直
下
型
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
（
一
都
九
県
）
の
消
防
機
関
の
ほ
か
、
自
衛
隊
や
警
察
な

ど
の
関
係
機
関
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

＊
緊
急
消
防
援
助
隊
と
は
、
地
震
等
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
被
害
が
甚
大
で
、
災
害
発
生
場
所
を
管
轄
す

る
市
町
村
や
県
の
消
防
機
関
の
消
防
力
で
は
対
処
困
難
な
場
合
に
、
都
道
府
県
知
事
ま
た
は
消
防
庁
長
官
の

要
請
に
基
づ
き
出
場
す
る
隊
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
埼
玉
県
内
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
消
防
機
関
の
ほ
か
、
秋

田
県
や
岩
手
県
な
ど
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
消
防
機
関
な
ど
か
ら
、
多
数
の
消
防
部
隊
が
出
場
し
て
く
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
一
千
隊
を
超
え
る
消
防
部
隊
が
埼
玉
県
内
に
集
結
し
、
活

動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
も

　
　
　
五
月
三
十
一
日
析
ま
で
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
火
災
か
ら
あ
な
た
の
命
を
守
り
ま
す

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す

昨年の絵画展の様子

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
実
施
に
伴
い
、
当
組
合
管
内
の
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
に
よ
る
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
園
児
た
ち
の
描
く
個
性
あ
ふ
れ
た
消
防
自

動
車
の
絵
の
展
示
や
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
展
示
説
明
も
行
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時
…
３
月
１
日
析
・
２
日
隻
、
午
前
10
時

　
　
　
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

会
場
…
ア
ト
レ
６
階

　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
Ａ

消防署の施設を見学してみませんか

　川越地区消防組合の各消防署では、署内の
施設を見学することができます。
　小さな子どもからお年寄りを対象に、施設
の見学はもちろんのこと、はしご車に乗った
り、消防車の運転席に座ったり、訓練用の水
消火器で消火訓練をしたりと、いろいろな体
験をすることができます。
（体験内容は消防署によって異なります。）
問い合わせ

川越北消防署消防課　　�２２６―７２９０
川越中央消防署消防課　�２４２―２３６５
川越西消防署消防課　　�２３１―２０６６
川島消防署消防課　　　�２９７―１８９１

〈
屋
内
消
火
栓
男
子
の
部
〉

優
　
勝
　
川
越
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

準
優
勝
　
武
州
ガ
ス
㈱

第
三
位
　
東
洋
イ
ン
キ
製
造
㈱

　
　
　
　
埼
玉
製
造
所

第
四
位
　
和
光
純
薬
工
業
㈱

　
　
　
　
東
京
工
場

第
五
位
　
川
越
市
役
所

第
六
位
　
鈴
茂
器
工
㈱
 

〈
屋
内
消
火
栓
女
子
の
部
〉

優
　
勝
　
武
州
ガ
ス
㈱

準
優
勝
　
㈱
丸
広
百
貨
店
川
越
店

第
三
位
　
川
越
市
役
所

〈
屋
外
消
火
栓
の
部
〉

優
　
勝
　
本
田
金
属
技
術
㈱

準
優
勝
　
東
洋
イ
ン
キ
製
造
㈱

　
　
　
　
埼
玉
製
造
所

第
三
位
　
東
洋
エ
ア
ゾ
ー
ル
工
業
㈱

　
　
　
　
川
越
工
場

〈
二
〇
回
連
続
出
場
表
彰
〉

和
光
純
薬
工
業
㈱
東
京
工
場

〈
一
〇
回
連
続
出
場
表
彰
〉

日
油
技
研
工
業
㈱
・
㈱
ち
ふ
れ
化
粧
品
・

ト
ー
チ
ク
ハ
ム
㈱
・
川
島
町
役
場
・

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
川
越
車
両
セ
ン
タ
ー

・
本
田
金
属
技
術
㈱
　
（
順
不
同
）

競技の様子（屋内消火栓女子の部）

有毒ガス発生事故対応訓練の様子

表
　
彰

「ぼくも消防士になれるかなぁ」
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繰越金（前年度からの繰越金）
　141,002,480円（3.2％）
諸収入（受託収入等）
　31,251,164円（0.7％）
使用料および手数料
（消防関係検査等の手数料）
　5,585,212円（0.1％）
財産収入（基金運用の利子等）
　945,081円（0.0％）

組合債
（消防施設等の整備にかかる借入金）
　115,600,000円（2.6％）

　
消
防
行
政
を
運
営
す
る
う
え
で
必
要
な
主
な
財
源
は
、
組
合
を

構
成
す
る
川
越
市
と
川
島
町
か
ら
の
負
担
金
で
す
。

【
負
担
金
】

国庫支出金（国からの補助金）
　25,014,000円
　　　　　　（0.6％）

負担金
（構成市町からの負担金）
　4,154,942,043円
　　　　　　（92.9％）

議会費（議員報酬等の議会運営費）
　4,993,732円（0.1％）
総務費（特別職・公平委員・監査委員の報酬等の経費）
　3,218,170円（0.1％）

公債費（長期債の元金および利子）
　199,499,614円（4.5％）

消防費（常備消防・救急等に必要な経費、消防施設の建設費など）
　4,217,491,783円（95.3％）

平成18年度決算額
歳入　44億7,433万9,980円

歳出　44億2,520万3,299円

平
成
十
八
年
度
決
算

歳入

歳出

※比率（％）の合計は端数処理の関係で必ずしも100％にはなりません。

消
火
協
力
・
救
急
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
次
の
消
火
協
力
や
救
急
協
力
に
対
し
て
、
消
防
局
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

◎
昨
年
九
月
三
日
、
川
越
市
霞
ケ
関
北
二
丁
目
地
内
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に
お
い
て
、

　
近
所
の
方
々
が
一
丸
と
な
り
、
消
火
協
力
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
・
川
越
市
霞
ケ
関
北
二
丁
目
　
下
平
明
男
さ
ん
　
・
同
　
鈴
木
清
公
さ
ん

　
・
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
澤
正
介
さ
ん
　
・
同
　
金
子
貴
司
さ
ん

◎
昨
年
九
月
七
日
、
川
越
市
菅
間
地
内
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に
お
い
て
、
浜
屋
ガ
ラ

　
ス
㈱
の
社
員
が
一
丸
と
な
り
、
消
火
協
力
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
・
川
越
市
砂
新
田
　
中
野
崇
史
さ
ん
　
・
川
島
町
上
伊
草
　
東
條
太
朗
さ
ん

　
・
同
今
成
一
丁
目
　
千
葉
　
進
さ
ん
　
・
さ
い
た
ま
市
　
　
鈴
木
孝
昭
さ
ん

◎
昨
年
九
月
十
二
日
、
川
越
市
下
赤
坂
地
内
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に
お
い
て
、
消
火

　
協
力
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
・
川
越
市
下
赤
坂
　
瀬
谷
三
男
さ
ん

◎
昨
年
九
月
二
十
三
日
、
川
越
市
古
谷
本
郷
地
内
の
入
間
川
で
、
水
面
に
浮
い
て
い
る

　
女
性
を
発
見
し
、
い
ち
早
く
救
助
し
、
救
急
協
力
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
・
さ
い
た
ま
市
　
矢
野
　
治
さ
ん
　
　
・
同
　
田
中
光
男
さ
ん

　
・
同
　
　
　
　
　
吉
野
孝
一
さ
ん

◎
昨
年
九
月
二
十
八
日
、
川
越
市
大
仙
波
地
内
で
農
作
業
中
に
倒
れ
た
知
人
に
心
臓
マ

　
ッ
サ
ー
ジ
を
施
し
救
命
さ
れ
、
救
急
協
力
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
・
川
越
市
砂
　
得
橋
庄
一
郎
さ
ん

◎
昨
年
十
一
月
八
日
、
川
島
町
出
丸
下
郷
の
株
式
会
社
レ
イ
ン
ボ
ー
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー

　
ル
桶
川
事
業
所
訓
練
場
で
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
技
能
講
習
中
に
倒
れ
た
受
講
生
に
、
社

　
員
が
一
丸
と
な
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
使
用
し
て
救
命
処
置
を

　
施
し
救
命
さ
れ
、
救
急
協
力
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
・
株
式
会
社
レ
イ
ン
ボ
ー
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
桶
川
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
　
様

　
消
防
隊
や
救
急
隊
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
管
内
在
住
・
在
勤
の
皆
さ
ん
の

勇
気
あ
る
行
動
に
よ
り
、
火
災
を
最
小
限
度
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
尊
い
命

を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
総
務
課
　
�
２
２
２
‐
０
７
４
１

　
川
越
地
区
消
防
組
合
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
の
救
命
講

習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
川
越
市
・
川
島
町
の
自
治
会
や
事
業
所
な
ど
を
対
象
と
し
た
団
体
講
習
会
に
つ
い
て

も
、
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
、
も
し
く
は
設
置
予
定
の
あ
る
事
業
所
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
消
防
局
救
急
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　

　
問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
救
急
課
　
�
２
２
２
‐
０
１
６
０

し
も
だ
い
ら
あ
き
お

す
ず
き
せ
い
こ
う

と
み
ざ
わ
し
ょ
う
す
け

か
ね
こ
た
か
し

と
う
じ
ょ
う
た
ろ
う

す
ず
き
た
か
あ
き

な
か
の
た
か
し

よ
し
の
こ
う
い
ち

せ

や

み
つ
お

た
か
は
し
し
ょ
う
い
ち
ろ
う

た
な
か
み
つ
お

や

の

お
さ
む

ち

ば

す
す
む


